
                                      

 

 

令和６年度物流総合効率化計画認定状況について  

 

 

 

 

 

 

 

１． 令和６年度物流総合効率化計画認定 一覧 

 

２．計画概要 

      別添のとおり             

実施事業者名 事業内容 効果

1 日精サービス㈱、エヌエスアドバンテック㈱ 特定流通業務施設の新設に伴う輸送網集約事業
CO2排出削減量：16.4%
手待ち時間削減：70.0

2 （株）リッチェル物流、（株）リッチェル、濃飛倉庫運輸（株）
物流拠点の再編並びに北陸信越→九州向け
プラスチック樹脂製品の鉄道モーダルシフト

CO2排出削減量：59.7%
ドライバー運転時間省力化：43.7%

3 石川アサヒ運送（株）、カナカン（株） 特定流通業務施設の新設に伴う輸送網集約事業
CO2排出削減量：11.0%
手待ち時間削減：24.2

4 日本通運（株）、日本貨物鉄道（株）
北陸信越→北海道向け金属部品の
鉄道モーダルシフト

CO2排出削減量：62.3%
ドライバー運転時間省力化：71.5%

5
日本通運（株）、（株）小松製作所、コマツ物流（株）、
日本貨物鉄道（株）

北陸信越→関東向け機械部品の
鉄道モーダルシフト

CO2排出削減量：65.7%
ドライバー運転時間省力化：50.0%

6
日本石油輸送（株）、（株）日立産機システム、
ロジスティード東日本（株）、中越通運（株）、日本貨物鉄道
（株）

北陸信越→近畿、九州向け電気機械の
鉄道モーダルシフト

CO2排出削減量：78.1%
ドライバー運転時間省力化：83.4%

7
YKKAP(株)、大王製紙(株)、ダイオーロジスティクス(株)、
サントリーロジスティクス(株)

北陸信越、関東、東北３地点間の
建材商品等の共同輸配送

CO2排出削減量：33.1%
ドライバー運転時間省力化：41.9%

8
YKKAP(株)、大王製紙(株)、ダイオーロジスティクス(株)、
サントリーロジスティクス(株)

北陸信越、関東、中部４地点間の
建材商品等の共同輸配送

CO2排出削減量：36.0%
ドライバー運転時間省力化：44.8%

9 佐渡汽船運輸(株)　佐渡汽船(株)
ウイングトレーラーとフォールドデッキ活用による
省人化と積載率の向上

CO₂排出量11.4％削減
トラック運転時間60％削減

10 佐渡汽船運輸(株)　佐渡汽船(株) 佐渡市から関西以西への農産物の鉄道モーダルシフト
CO₂排出量53.9％削減、
トラック運転時間79.4％削減

【お問合せ先】  交通政策部  

          環境・物流課 芦澤  成田 

℡ ０２５－２８５－９１５２ 

トラックドライバーの労働時間規制による輸送能力不足、いわゆる物流2024年問題を解決していくため

には、トラック事業者だけでなく、発着荷主、倉庫業をはじめとする物流事業者が連携し、輸配送の効率化

や労働環境の改善に取り組むことが必要です。 

国土交通省では、物流２０２４年問題の解決策の一環として、また、荷主や消費者ニーズの高度化・多様

化に伴う小口化・多頻度化等に対応するため、物資の流通の効率化に関する法律（物流効率化法）に基づき、

「２以上の者の連携」により環境負荷の低減及び省力化に資する流通業務の総合化・効率化の取り組みを認

定し、支援しています。 

今般、令和６年度の北陸信越運輸局管内における物流総合効率化計画の認定状況をとりまとめましたの

で、お知らせします。 

令和７年度においても、引き続き、計画認定等を通じた流通業務の効率化に対する支援を行い、持続可能

な物流体系の構築をすすめてまいります。 

資料５（参考資料） 



Ministry of Land, Infrastructure, Transport and Tourism

令和６年度物流総合効率化計画認定状況

北陸信越運輸局交通政策部

令和７年４月１１日北陸信越運輸局 記者懇談会 参考資料

物流効率化法（物資の流通の効率化に関する法律）の概要
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１，長岡ロジスティクスセンター新設に伴う輸送網の集約

・分散していた物流倉庫を１箇所に集約することにより、横持ち輸送が完全に無くなる。
・トラック受付予約システムの導入及び高規格バースを設置する等により、手待ち時間を削減（約７０%）。
・トラックの台数、走行距離を削減することにより、CO2排出量を削減（約１６%）。

日精サービスは、複数の物流拠点倉庫で荷物の保管・流通加工等を行っているため、非効率な輸送体制と
なっていることから、「長岡ロジスティクスセンター」を新設し、物流拠点倉庫及び輸送網を集約して効率化を
図り、令和６年５月から業務を開始予定。
国土交通省は、令和６年４月１５日付けで改正物流総合効率化法の規定により総合効率化計画として認定。

○特定流通業務施設を新設し、分散している物流拠点・輸送網を集約・効率化する取組み（新潟県長岡市）

現 行 認定計画

＜特定流通業務施設の概要＞
・所在：
新潟県長岡市北陽三丁目
２０２１番地１０

・アクセス：
北陸自動車道長岡北 ＳＩＣ から
３．９ｋｍ

・延床面積：
６，１４６ ㎡

＜実施事業者＞

・日精サービス（株）
・エヌエスアドバンテック（株）

令和６年４月１５日認定

エリアA

横持ち
輸送

横持ち
輸送

下々条倉庫

横持ち
輸送

エリアB エリアC

見附倉庫

エリアA エリアB エリアC

全国の納品先

日精サービス（株）長岡ロジスティクスセンター（自動倉庫）蔵王倉庫

★新設

荷捌き・流通
加工・保管
・輸送：日精
サービス（株）

連携

発注：エヌエス
アドバンテック

（株）

トラック受付予約システムの導入

上越運送倉庫

（株）エヌエスアドバンテック 高見工場

樹脂原料

樹脂原料

全国の材料メーカー 全国の材料メーカー

（株）エヌエスアドバンテック 高見工場

樹脂原料

樹脂原料

全国の納品先

日精サービス（株）長岡ロジスティクスセンター（自動倉庫）

樹脂製品

下々条倉庫 見附倉庫 上越運送倉庫

樹脂製品樹脂製品

横持ち
輸送

横持ち
輸送

樹脂製品
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２，国内物流拠点の移管集約及び九州行き鉄道モーダルシフト

効果
▽ ＣＯ2排出削減量 ： 529.8t - CO2 / 年 （59.7％削減）
▽ ドライバー運転時間省力化 ： 5,566時間 / 年 （43.7％削減）

リッチェル物流は、最大消費地から離れた物流拠点倉庫で荷物の保管・流通加工等を行っているため、非効
率な輸送体制となっていることから、最大消費地近辺の埼玉県久喜市と大阪府大阪市に、物流拠点を移管
集約をし、福岡への配送を鉄道輸送へモーダルシフトをすることで、効率化を図り、令和５年６月から試行し、
令和６年６月から本格稼働を開始予定。
国土交通省は、令和６年６月２５日付けで改正物流総合効率化法の規定により総合効率化計画として認定。

○国内物流拠点を最大消費地近辺に移管集約し、輸送網を効率化する取組み（富山県富山市）

現 行 認定計画

令和６年６月２５日認定

荷捌き・流通
加工・保管
：（株）リッチェ
ル物流

連携

出荷指示：
（株）リッ
チェル

富山倉庫

＜実施事業者＞
・（株）リッチェル物流
・（株）リッチェル
・濃飛倉庫運輸（株）

海外工場生産品

伏木富山港 名古屋港

国内工場生産品

全国の納品先（東京近辺） 全国の納品先（大阪近辺）

全国の納品先（その他）

愛知倉庫

富山倉庫

全国の納品先（福岡）

海外工場生産品

大阪港

国内工場生産品

大阪倉庫

全国の納品先（福岡）

全国の納品先（東京近辺）

全国の納品先（その他）

全国の納品先（大阪近辺）

東京港

埼玉倉庫

約200～400ｋｍ 約50ｋｍ

富山貨物駅

福岡貨物駅

モーダルシフト
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３，既存の特定流通業務施設の活用に伴う輸送網の集約

・入荷・保管・集品・出荷業務を、物流倉庫１箇所に集約することにより、荷役作業を効率的に実施。
・トラック受付予約システムの導入及び高規格バースを設置する等により、手待ち時間を削減（約２４%）。
・トラックの台数、走行距離を削減することにより、CO2排出量を削減（約１１%）。

カナカンは、複数の物流拠点倉庫で荷物の保管・流通加工等を行っているため、非効率な輸送体制となって
いることから、グループ会社である既存の「石川アサヒ運送佐奇森センター」を活用し、物流拠点倉庫及び輸
送網を集約して効率化を図り、令和６年１０月から業務を開始予定。
国土交通省は、令和６年７月９日付けで改正物流総合効率化法の規定により総合効率化計画として認定。

○既存の特定流通業務施設を活用し、分散している物流拠点・輸送網を集約・効率化する取組（石川県金沢市）

現 行 認定計画

＜特定流通業務施設の概要＞
・所在：
石川県金沢市佐奇森町イ８４
・アクセス：
北陸自動車道金沢西 ＩＣ から
２．５ｋｍ

・延床面積：
１９，４１５ ㎡

＜実施事業者＞

・石川アサヒ運送（株）
・カナカン（株）

令和６年７月９日認定

荷捌き・流通
加工・保管
・輸送：石川ア
サヒ運送（株）

連携

発注：カナカン
（株）

トラック受付予約システムの導入

納品先

カナカン㈱菓子金沢営業所（野々市）

石川アサヒ運送（株） 佐奇森センター（金沢）

納品先

石川アサヒ運送（株）佐奇森センター（金沢）

特定流通業務施設（既存）

納品先

食品・菓子
共同配送

食品配送便

菓子配送便

納品先

食品・菓子
共同配送

食品・菓子
共同配送

菓子配送便工場便

菓子工場

工場便

食品工場

カナカン㈱食品金沢営業所（白山）

商品発注

商品発注

菓子工場

カナカン㈱食品金沢営業所（白山）

食品工場

工場便

商品発注

工場便

商品発注

カナカン㈱菓子金沢営業所（野々市）
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実施主体

日本通運（株）、

日本貨物鉄道（株）

事業内容

（新規事業）新幹線製造用アルミ型材の輸送
富山→札幌 鉄道モーダルシフトを利用し、CO2削減、労働力省力化を図る。

特徴 効果

・CO2排出削減量： ７６．７ｔ （６２．３％）
・ドライバー運転時間省力化：１，０００時間 （７１．５％）

・鉄道モーダルシフトによる効率化。

転換前（仮定）

４，アルミ型材の輸送 鉄道モーダルシフト （富山～札幌）

令和６年８月１９日認定

転換後

富
山

貨
物
駅約３２km 約２７km

モーダルシフト 約１１５８km

部品工場
（富山県
高岡市）

札
幌
貨
物

タ
ー
ミ
ナ
ル
駅

製造工場
（札幌市）

約２７７km 約９１km

部品工場
（富山県
高岡市） 新

潟
港

苫
小
牧
港

製造工場
（札幌市）

約６３７km
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実施主体

日本通運（株）、（株）小松製作所、

コマツ物流（株）、日本貨物鉄道（株）

事業内容

（輸送モードの見直し）建機部品の輸送
金沢→土浦 鉄道モーダルシフトを利用し、CO2削減、労働力省力化を図る。

特徴 効果

・CO2排出削減量： １６７．７ｔ （６５．７％）
・ドライバー運転時間省力化：１，７５０時間 （５０．０％）

・鉄道モーダルシフトによる効率化。

５，建機部品の輸送 鉄道モーダルシフト （金沢～土浦）

令和６年９月５日認定

転換後

金
沢
貨
物

タ
ー
ミ
ナ
ル

片道約４２km 片道約６９km
（水戸ORS経由）

モーダルシフト 片道約５６１km

部品工場
（石川県
小松市）

土
浦

製造工場
（茨城県

ひたちなか
市）

部品工場
（石川県
小松市）

製造工場
（茨城県

ひたちなか
市）

片道約５８５km

転換前
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実施主体

日本石油輸送（株）、（株）日立産機システム、

ロジスティード東日本（株）、中越通運（株）、

日本貨物鉄道（株）

事業内容

（輸送モードの変更）変圧器の輸送
新潟→関西・九州 鉄道モーダルシフトを利用し、CO2削減、労働力省力化を図る。

特徴 効果

・CO2排出削減量： １８．７ｔ （７８．１％）
・ドライバー運転時間省力化： ５３７時間 （８３．４％）

・鉄道モーダルシフトによる効率化。

現行

６，変圧器の輸送 鉄道モーダルシフト （新潟～関西・九州）

令和６年１１月６日認定

転換後

新
潟
貨
物

タ
ー
ミ
ナ
ル
駅 モーダルシフト

製造元から納入先
まで4t平ボデー車
による直納入

日立産機システム
中条事業所

（新潟県胎内市）

約６５７km
日本電機産業
（大阪府堺市）

共立電機製作所
（宮崎県宮崎市）

日新電工
（佐賀県有田町）

河村電器産業
（熊本県水俣市）

約１４７０km

約１３１４km

約１３９３km

日立産機システム
中条事業所

（新潟県胎内市）

約３６km

約５９３km
日本電機産業
（大阪府堺市）

共立電機製作所
（宮崎県宮崎市）

日新電工
（佐賀県有田町）

河村電器産業
（熊本県水俣市）

百済タ

約１６km

鍋島

約４５km
有田ORS経由

八代

約４５km

延岡

約９７km
佐土原ORS経由

約１４０４km

約１３７０km

約１２７２km
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ＹＫＫＡＰ（株）、大王製紙（株）、

ダイオーロジスティクス（株）、サントリーロジスティクス（株）

事業内容

（片荷輸送の見直し） ～富山～北関東～福島～
間の三点間輸送により、実車率を高める。

特徴 効果 ・CO2排出削減量： ２７．４ ｔ （３３．１％）
・ドライバー運転時間省力化： ７４４時間 （４１．９％）

・共同輸配送（三点間輸送）による効率化

７，片荷輸送解消のための共同輸配送 （富山～北関東～福島 三点間輸送）

令和６年１２月３日認定

片道約４７８km

実施主体

現行 認定計画

YKKAP
滑川製造所

富山市

富山県

埼玉県
加須市

群馬県

福島県

大王製紙
いわき工場

安達郡

片道約１９８km

片道約３９７km

YKKAP
滑川製造所

富山市

富山県

埼玉県
加須市

群馬県

サントリーロジスティクス
拠点

福島県

安達郡

大王製紙
いわき工場

約３９７km

約２３km

約１９８km

約１０５km

約４７８km

約３０km

邑楽郡
邑楽郡

サントリーロジスティクス
拠点
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ＹＫＫＡＰ（株）、大王製紙（株）、

ダイオーロジスティクス（株）、サントリーロジスティクス（株）

事業内容

（片荷輸送の見直し） ～北陸～神奈川～濃尾～静岡～
間の四点間輸送により、実車率を高める。

特徴 効果 ・CO2排出削減量： ３８．０ ｔ （３６．０％）
・ドライバー運転時間省力化： １０３２時間 （４４．８％）

・共同輸配送（四点間輸送）による効率化

８，片荷輸送解消のための共同輸配送 （北陸～神奈川～濃尾～静岡 四点間輸送）

令和６年１２月１３日認定

実施主体

現行 認定計画

YKKAP
滑川製造所

金沢市

富山県

神奈川県

愛甲郡

愛知県
丹羽郡

片道約３１５km

綾瀬市

サントリー
ロジスティクス

拠点

石川県

可児市

ダイオー
ロジスティクス

拠点 岐阜県

静岡県

富士宮市

ダイオー
ロジスティクス

拠点

富士宮市

片道約４２８km

片道約２３５km

片道約４１４km

YKKAP
滑川製造所

金沢市

富山県

神奈川県愛甲郡

愛知県
丹羽郡

約３１５km

綾瀬市

サントリー
ロジスティクス

拠点

石川県

可児市

ダイオー
ロジスティクス

拠点

岐阜県

静岡県
富士宮市

ダイオー
ロジスティクス

拠点

富士宮市

約４２８km

約４１４km
約８４km

約２３km

約１５km

約２３５km 約３km
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佐渡汽船運輸（株）、佐渡汽船（株）

事業内容

・ウイングトレーラーとフォールドデッキ活用による車両大型化と積載率向上
・ロールボックスパレット活用及びドライバーが海上移動しないため省人化
・一部の運行において復荷（農産物）を運送

特徴 効果 ・CO2排出削減量： ９．２ ｔ （１１．４％）
・ドライバー運転時間省力化： ３，１２０時間 （６０．０％）

・車両大型化 ・積載率向上 ・省人化

９，省人化及び積載効率向上 （新潟～佐渡）

令和７年１月１０日認定

実施主体

現行 認定計画

片道約 ６０km

積載率約５０％

１０ｔ トラック

片道約 ６０km

積載率約８０％

ウイングトレーラー

復荷は空
一部の復荷で
農産物を輸送
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実施主体 事業内容

特徴 効果

・CO2排出削減量： ４．８ｔ （５３．９％）
・ドライバー運転時間省力化：１２７時間 （７９．４％）

・鉄道モーダルシフトによる効率化。

転換前（仮定）

１０，鉄道モーダルシフト

令和７年１月２８日認定

転換後

新潟県
佐渡市
佐和田
営業所
他

北越コーポレーション

約４８０km

約３km 約１５km
モーダルシフト
約４６０km

約５０km

黒井
貨物駅

小木港 直江津
港

大阪府

門真市

小木港 直江津
港

約７８km

約７８km約５０km

新潟県
佐渡市
佐和田
営業所
他

百済
貨物

タ

大阪府

門真市

・佐渡汽船運輸（株）
・佐渡汽船（株）

・佐渡市から農産物を関西以西に輸送するにあたり、直江津港近隣の黒井貨物駅
～百済貨物ターミナルの間、鉄道輸送にモーダルシフトすることにより、CO2排出量
削減とドライバーの労働時間短縮を図る
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